
普通救命講習 

京都市立病院の先生を講師としてお招きし、教職員を対象にした 

普通救命講習を開催しました。スポーツフェスティバルや水泳学習 

など、児童生徒も楽しみにしている行事や学習の前に、心肺蘇生法と 

AEDの使用方法について学びました。全教職員が、万が一の状況を 

イメージし、緊張感を持って取り組みました。 

スポーツフェスに向けて 

各学部ごとにスポーツフェスに向けた練習が始まっています。 

今年度は小・中・高の全学部が一緒にスポーツフェスを行います。 

学校行事は練習や本番の活動を通して日頃の活動ではできない 

様々な経験や成長ができる機会です。当日は参観日でもあります 

ので、是非ご来校ください。 

開催日：５月２７日（火）の午前中  予備日：２８日（水）・２９日（木） 

保護者対象事業所見学会 

６月１６日（月）・１７日（火）・２０日（金）の三日間、生活介護や A・B型事業所・就労移行など様々

な事業所にご協力いただき、見学会を実施します。高等部卒業後の進路のイメージが持てる良い機

会ですので、是非ご参加ください。（参加申し込みは５月９日（金）締切です）・対象は小学部１年生

から高等部２年生までの保護者の方です。 

    
                                 

           

 

 

 

 

苔玉への思い  ～地域協働のかけはしに～ 
若葉が映える時期になりました。今日は私も大好きな中央分校の「苔玉」につ

いて紹介します。昨年度からワークスタディで苔玉つくりに取り組んでいます。（最

初にレクチャーしてくれたのは中央分校の事務職員さんなんですよ） 

  教職員でやり方を覚え、今ではワークスタディで児童生徒が制作にかかわるこ

とになりました。完成した苔玉は校内の図書室や職員室に置かれています。さら

には格致地域でお世話になっている方々や卒業後の進路先である事業所にワー

ク班が直接手渡しでお届けに伺う学習に展開しており、非常に評判がよいとの言

葉をいただいています。 

  テーブルにそっと置かれている苔玉。決して何も語ることはありません。ただ、そ

こに苔玉があるだけで、人が集い、和やかな会話が生まれます。この苔玉を中央

分校に見立てるならば、街中の小さな学校で、児童生徒が、保護者の皆様が、地

域の方々が集い、交流が図れる。私たち教職員一同そんな学校づくりを目指していきたいです。 

  そして、児童生徒の思いが詰まった苔玉が地域の至るところに、そっと置かれ続けることこそ、地域協働の

かけはしとなる。そんな思いでつくっていきたいと思います。どうぞ学校にお越しの際には苔玉を囲んでお話

しができたらと思っています。                                             （分校長 稲岡 義徳） 
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京都市立北総合支援学校 中央分校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 
 


